
【住友電装株式会社　健康経営戦略マップ】 2025年9月改定

※2025年3月31日現在

■2030ビジョン目標

　・経営層・基幹職層へのアプローチ

　・衛生体制の強化（保健師交流会）

■健康診断：

　・健康診断実施後の受診勧奨（所属長経由での展開）

　・特定保健指導（健康診断当日実施、リモート面談フォロー）

■ストレスチェック：

　　・高ストレス者・高ストレス職場フォロー（セルフケア・ラインケア教育）

　　※総合健康リスク120以上の職場（10名以上）

【ヘルスリテラシー向上】

■従業員啓発

　・健康推進月間（9月）：トップメッセージ・健康講話

　・住友電装グループ報（毎月）：「めざせ！健康プロ」情報発信

　・健康まつり（10月～、対面型健康イベント）

■喫煙対策（３ヵ年で敷地内禁煙に向けての全社機運を高める）

　・世界禁煙デー・禁煙週間：禁煙デー当日敷地内禁煙

　・スワンスワンデー（毎月22日）：当日敷地内禁煙

■運動（転倒対策）

　・SEIグループチャレンジカップ（ラン＆ウォークイベント）

　・ウォーキングイベント、運動支援アプリ「KENPOS」利用

　・体力測定・啓発教育（エイジフレンドリーガイドラインに基づく対応）

■女性の健康

　・「女性の健康週間」全社教育

　（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。

　　※１． 外部調査機関による従業員エンゲージメント調査により、定期的に「持続可能なエンゲージメント」を測定（Pt）

　　※２． 4/1～翌3/31迄年度内30日以上休業者数割合を算出（％)　

　　※３． 従業員アンケート・SPQ東大1項目版（病気やけががないときに発揮できる仕事の出来を100%として過去4週間の自身の仕事を評価し数値を回答）を活用し　【計算式】プレゼンティーズム＝100% － 回答値の全社平均値を算出（％）

　　※４． 伝達的・批判的ヘルスリテラシー尺度より平均スコア（5段階評価）
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従業員数 国内：7,150名、グローバル：238,272名

拠点 国内40拠点・海外32の国と地域 105社

従業員等の男女比率 男性：79.5％・女性：20.5％

従業員等の平均年齢 42.1歳（男性：42.4歳、女性：40.8歳）

健康経営

ハイリスクアプローチ

ポピュレーションアプローチ

健康投資/重要成功要因

（CSF：Critical Success Factor)
健康関連の最終的な重要目標達成指標

（KGI：Key Goal Indicator）

従業員等の意識変容・行動変容に関する評価指標

（KPI：Key Performance Indicator）

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課題

（Goal）

健康情報見える化

(健康情報管理システム)

長時間労働抑制

（60時間超過者ｾﾞﾛ）

定期健康診断

（実施率100％）

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

「新たな価値」を創出する人材を惹きつけ、

育つグループ企業へ

企業価値

サプライヤーからパートナーへ

”モビリティ社会のなくてはならないパートナー”

であり続ける

社会的価値①活気ある人材の確保

従業員が心身ともに健康で

幸福（well-being）を

実感できるようにする

②組織の活性化

働きがいのある健全な職場

環境を実現し、組織の

パフォーマンスを最大化する

③企業価値の向上

人・組織の活性化による

生産性・企業価値の向上

関連法令遵守

ワークエンゲージメント※1の向上

前年度比 ５Pt改善

23年度：58→24年度：62

アブゼンティーイズム※2低減

■メンタル休業率 1.0 ％以下

23年度：1.35％→24年度：1.51%

■フィジカル休業率 0.35 ％以下

23年度：0.42％→24年度：0.69%

プレゼンティーイズム※3低減

：プレゼンティーイズム 15％以下

23年度：17.6％→24年度：17.6％

健康経営優良法人ホワイト500取得

：健康経営度調査総合評価 64.0以上

23年度：60.1→24年度：61.7

健康経営基本方針

(従業員一人ひとりの健康

は活気ある企業の源)

ヘルスリテラシー※4の高い従業員割合向上

：個人平均 4.0点以上

24年度：3.7点

ストレスチェック

（国内・海外）

②特定保健指導実施率：65%以上

（コラボヘルス）

23年度：14.6％→24年度：33.2％

①健康診断・精密検査受診応答率：90％以上

（心疾患・脳血管疾患対策、血圧、糖による

受診勧奨対象者へのアプローチ強化）

23年度：75.6％→24年度：82.5%

⑤有運動習慣率 40％以上

23年度：25.0％→24年度：25.1％

④喫煙率：15％以下

23年度：.25.0％→24年度：23.9％

⑥高ストレス者率 10％以下

23年度：12.4％→24年度：12.1％

③適性体重維持者率：70％以上

（BMI18.5以上～25.0未満）

23年度：64.2％→24年度：63.9％


